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（６） 糖尿病合併症の減少 

分野 ７．糖尿病 

目標 ７.８ 糖尿病合併症の減少 

指標の目安 糖尿病腎症によって新規に人工透析導入となった患者数 

データ対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 ベースライン値 
中間実績値 

目標値 a）糖尿病性腎症 １０,７２９人 １３,９２０人 
１１,７００人 

（６,６００人減） 

ベースライン調査 中間実績値調査 
調査・研究名 

１９９８年わが国の慢性透析療法の現況 ２００４年わが国の慢性透析療法の現況

実施主体 日本透析医学会 日本透析医学会 

調査対象 全国の３,０９５施設 全国の３,９３２施設 

目標設定 

の詳細 

１、目標値設定の根拠 
  ○日本透析医学会データベース・一般人口統計資料を使用して、１９９５年～

２００４年の糖尿病性腎症患者の透析導入率を算定したところ、性別・年齢
別の導入率の違いと、経年的に直線的な増加が観察された。 

  ○そこで、１９９５年～２００４年の透析導入率を基に２００５年以降の導入率を
外挿推計した。 

  ○２００５年以降の一般人口推計値と導入率推計値から導入数を推計した。 
  ○その結果、平成 22 年には男１２,５７９人、女５,７５６人、計１８,３３５人と推計

された。(秋葉隆他：透析会誌 39（7）：1237～1244，2006) 
  ○これらの全年齢層の患者に対して積極的な介入により、３６％の低下があると

して（Strippoli GFM：BMJ,2004）、目標値１１,７３４人（６,６０１人減）と設定さ
れる。 

 
   

 
 


